
 

 

 

 

平成 22 年度 

秋山教授と行く 広島歴史探訪バスツアー 

安芸の戦国再発見 
－三篠川流域の武士たちと毛利氏－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財団法人広島市文化財団文化科学部文化財課 

 



●三田 地 区の景観 （北 東 から） 

 

左 から萩 原 城 跡 、七 郎 城 跡 、木 ノ宗 山 城 跡 、伝 三 田 五 郎 左 衛 門 館 跡 （三 田 新 城 跡 ）。 

●三田 地 区 周辺の戦 国 時代ゆかりの史跡  

 

①七 郎 城 跡  ②萩 原 城 跡  ③柳 原 八 幡 宮  ④正 覚 寺 跡  ⑤高 覚 庵 跡  

⑥伝 三 田 五 郎 左 衛 門 館 跡 （三 田 新 城 跡 ） ⑦福 永 八 幡 神 社  ⑧五 菴 城 跡  

⑨畑 杭 山 八 幡 宮  ⑩旭 日 山 城 跡  ⑪藤 加 勢 城 跡  ⑫平 野 山 新 宮大 明 神  

 

左から伝三田五郎左衛門館跡と七郎城跡（西から） 

●柳原 八 幡 宮 三田氏が代々崇拝した神社。 

 

●七郎 城 跡 伝 三 田 氏 居 城  

 

七郎城跡略測図（「広島県中世城館遺跡

総合調査報告書」第１集 広島県教育委員会より） 
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七 郎 城 跡 （西 から） 

 

 
七郎城跡の頂部の平坦面。 

 
福永八幡神社  

中中郡郡衆衆・・三三田田氏氏ゆゆかかりりのの史史跡跡   

 戦国を生き抜いた厳島社領以来の伝統を持つ在地武士  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●三田・秋 山地 区 年 表  

西 暦  和 暦  事 項  

1298 

 

1473 

 

 

1475 

 

1507 

 

 

1511 

 

 

1532 

 

 

1539 

 

1543 

 

 

1550 

 

 

1554 

1555 

1557 

 

 

1583 

 

1588 

 

1590 

永 仁 6  

 

文 明 5  

 

 

文 明 7  

 

永 正 4  

 

 

永 正 8  

 

 

天 文 元  

 

 

天 文 8  

 

天 文 12  

 

 

天 文 19  

 

 

天 文 23  

弘 治 元  

弘 治 3  

 

 

天 正 11  

 

天 正 16  

 

天 正 18  

厳 島 社 領 三 田 新 庄 の上 村 と下

村 の境 界 を定める。 

源 之 朝 臣 親 次 、土 蔵 普 請 に充

て るため 畑 杭 山 八 幡 宮 と 岡 山

新 宮 の宮 山 を売 却 。 

源 朝 臣 小 笠 原 親 次 、畑 杭 山 八

幡 宮 を再 建 。 

毛利興元、三田小次郎に高田郡長屋

村以下を与え、これに応じて小次郎の

父三田元親が興元に忠誠を誓う。 

秋 山 親 吉 、毛 利 氏 に忠 節 を誓

い、京 関 東 御 役 の際 役 銭 を納

めることを約す。 

三田元実と秋山親吉、毛利氏に

利 害 関 係 の 調 停 を 要 請 した 家

臣団の連署起請文に加わる。 

柳 原 八 幡 宮 棟 札 に「藤 原 朝 臣

能 登 守 元 吉 」が見える。 

秋山元継、毛 利元就・隆 元に出

雲 国 富 田 月 山 攻 城 戦 での活 躍

を賞される。 

三田元親と秋山元継、元就の上

意に従うことなどを誓約した家 臣

団の連署起請文に加わる。 

三 田 元 親 、柳 原 八 幡 宮 拝 殿 を建 立 。 

厳 島 の戦い。 

三 田 周 防 守 と 秋 山 掃 部 助 、 軍 勢 狼

藉 禁 止 令 に従 うことを誓 約 した毛 利 氏

家 臣 団 の連 署 起 請 文 に加 わる。 

「藤 元 同 透 吉 」、宮 原 （福 永 ）八

幡 宮 を建 立 。 

毛利輝元、方広寺大仏殿建立のため「芸

州井原・秋山」の材木伐り出しを命ずる。 

柳 原 八 幡 宮 棟 札 に「藤 原 朝 臣

元 秀 」が見える。 

 

① 

中郡 衆・秋 山氏ゆかりの史跡  

 

右 から藤 加 勢 城 跡 、旭 日 山 城 跡 と秋 山 地 区 の景 観 （北 東 から）。 

柳原 八 幡宮の大柳についての伝承 を記 す江 戸 時代 の資料  

「国郡志御用ニ付下調書出帳」 19 世紀第 1 四半期 

一 、大 柳 之 跡  柳 原 八 幡 宮 境 内 之 北 に有 り 

毛 利 輝 元 卿 之 時 代 京 都 大 仏 殿 建 立 之 節 三 十 三 間 堂 棟 木 用 ニ

伐 登 せられよし伐 採 星 霜 を経 て朽 消 さる跡 壱 畝 面 程 くぼく成 り有 之

年 暦 申 伝 不 相 分 永 禄 天 正 之 頃 にも候 歟大 仏 殿 建 しは天 正 十 四 と

も申 候 …此 柳 の大 木 あるより柳 原 八 幡 宮 と申 又 郷 名 を柳 原 と申 候

よし申 伝 候 …此 木 備 前 の沖 白 石 島 辺 にて岩 に当 り根 元 さけ棟 木 に

は不 相 成 京 着 は相 違 なきよし申 伝 に御 座 候  

（豊 臣 秀 吉 が造 営 した方 広 寺 大 仏 殿 の用 材 を得 るため、毛 利 輝 元

がこの地 域 一 帯 で伐 採 を行 った事 実 に関 する伝 承 ） 

 

 

秋山地区に残る石造物。 

 

三田地区の景観（南から）。 

▼  
▼  

▼  

② 

④ 

⑥ 
⑤ 

③ 

⑨ 

⑧ ⑦ 

⑩ 

 

畑 杭 山 八 幡 宮  

▼  
▼  

⑪ 
⑫ 

▼  
▼  

▼  

▼  

 



●井原 地 区の景観 （北 西 から） 

 
左 から北 田 城 跡 、日 詰 城 跡 、鍋 谷 城 跡 。 

●井原 地 区の戦国 時 代ゆかりの史 跡  

 
①北 田 城 跡  ②鍋 谷 城 跡  ③伝 井 原 氏 居 館 跡  ④見 張 城 跡  ⑤高 源 寺  

⑥日 詰 城 跡  ⑦戸 石 城 跡  ⑧新 宮 神 社  

 

 

北田城跡略測図（「広島県中世城館遺跡総合調

査報告書」第１集 広島県教育委員会より） 

 

   

 
左から日詰城跡、戸石城跡(南東から)。   

北北田田城城跡跡   

中郡衆・井原氏ゆかりの砦か―交通の要衝に位置する山城跡  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●井原 地 区 年表  

西 暦  和 暦  事 項  

１４世紀前半 

1457 

 

1511 

 

1532 

 

1540 

1550 

 

1555 

 

1557 

 

 

 

1582 

1583 

 

1588 

 

1589 

 

1591 

1595 

 

康 正 3  

 

永 正 8  

 

天 文 元  

 

天 文 9  

天 文 19  

 

弘 治 元  

 

弘 治 3  

 

 

 

天 正 10  

天 正 11  

 

天 正 16  

 

天 正 17  

 

天 正 19  

文 禄 4  

井 原 師 久 、毛 利 氏 に従 い来 住 か。 

井 原 安 芸 入 道 宗 金 、孫 の太 郎 坊 に井 原 村

松 尾 の田 畠 林 野 などを譲 る。 

井 原 元 造 、毛 利 氏 に忠 節 を誓 い、京 関 東 御

役 の際 役 銭 を納 めることを約す。 

井原元師(毛利元就の義兄弟)、毛利氏に利害関係

の調停を要請した家臣団の連署起請文に加わる。 

郡 山 城 攻 防 戦 で「井 原 の樋 爪 」が戦 死 。 

井 原 元 造 、元 就 の上 意 に従 うことなどを誓 約

した家 臣 団 の連 署 起 請 文 に加 わる。 

井 原 元 造 、毛 利 氏 の人 質 番 を命 じられる。 

厳 島 の戦い。 

井原元 造、軍勢狼 藉禁 止令に従うことを誓約

した毛利氏家臣団の連署起請文に加わる。 

井 原 元 造 宛 て毛 利 隆 元 書 状 に「井 原 要 害 」

が見える。 

本 能 寺 の変 。 

井 原 元 尚 、毛 利 輝 元 に讃 岐 国 賀 島 で示 した

弓 技 を賞 される。 

毛 利 輝 元 、方 広 寺 大 仏 殿 建 立 のため「芸 州

井 原 ・秋 山 」の材 木 伐 り出 しを命ずる。 

井原元尚、毛利輝元から「中郡佐東へ之往返

本道」と「佐東廣嶋之堀」の普請を命じられる。 

井 原 元 尚 、この頃 周 防 国 三 尾 へ移 る。 

宍 戸 玄 翁 、 妹 の毛 利 輝 元 夫 人 の祈 念 のた

め、厳 島 社 内 侍 衆 に井 原 村 内 の地 を寄 進 。 
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③ 

●鍋谷 城 跡 伝 井 原 氏 居 城  

 
鍋 谷 城 跡 の頂 部 の平 坦 面 （西 から）。 

郭 （ 建 物 を 建 てたり兵 を 配 置 し

たりするため削った平 坦 面 ） 

 
土 塁 （ 敵 を防 ぐため郭 の端 など

に設 けられた土 手 状 の施 設 ） 

切 岸 （ 敵 が 登 れない様 急 角 度

に削った斜 面 ） 

堀 切 （敵 を防 ぐため尾 根 を横 切

って掘 られた溝 ） 

 
鍋 谷城 跡と 井原 地 区 南 部から市川

地区にかけての景観（北東から）。 

●北田 城 跡の構造  

 

② 

⑤ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 

① 

▼  

▼  

▼  

▼  
▼  ▼  

④ 

●伝井 原 氏 居館 跡  

 
伝 井 原 氏 居 館 跡 の石 垣 （西 から）。 

 

 



●志道 氏 墓 所周 辺の景 観（南 から） 

 
左 から志 道 氏 墓 所 、志 路 城 跡 、宮 崎 八 幡 宮 。 

 

●志路・古 屋地 区の戦 国 時代ゆかりの史跡  

①志 道 氏 墓 所  ②宮 崎 八 幡 宮  ③志 路 城 跡  ④中 ノ村 城  ⑤志 路 古 城 跡 1 ⑥志 路 古 城 跡 2 ⑦正 明 寺 跡  

⑧平 籔 神 社  ⑨志 路 古 城 跡 3 ⑩伝 尼 子 屋 敷 跡  ⑪志 路 古 城 跡 4 ⑫小 野 城 跡  ⑬正 雲 寺  ⑭出 崎 山 神 社  

 
日下津城跡（伝坂氏居城、北から。安芸高田市向原町坂） 

志志道道氏氏墓墓所所（（志志道道氏氏菩菩提提所所龍龍福福寺寺跡跡））   

毛利元就を支えた執権・志道広良の本拠地  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●志路・古 屋地 区 年 表  

西 暦  和 暦  事 項  

1495 

 

1503 

1513 

 

1523 

1525 

 

1532 

 

1534 

1538 

1547 

1550 

 

1553 

1554 

1555 

1557 

明 応 4  

 

文 亀 3  

永 正 10  

 

大 永 3  

太 永 5  

 

天 文 元  

 

天 文 8  

天 文 7  

天 文 16  

天 文 19  

 

天 文 22  

天 文 23  

弘 治 元  

弘 治 3  

毛利氏、志道に棟別銭を課す（これ以前、毛利氏

一族の坂元良が来住し、志道氏を名乗る）。 

毛 利 弘 元 、志 道 広 良 と起 請 文 を交 わす。 

毛 利 元 就 と志 道 広 良 、毛 利 興 元 への忠 誠

を誓う起 請 文 を交 わす。 

志道広良、元就の毛利氏相続に寄与。 

志 道 広 良 、宮 崎 八 幡 宮 に神 田 を寄 進 。 

志道広良、毛利元就の使者として陶興房と談合。 

志道広良、毛利氏に利害関係の調停を要請

した家臣団の連署起請文に加わる。 

志道広良、子の坂元貞に志道内の地を譲る。 

志 道 広 良 、諏 訪 明 神 の祭 田 を替 地 。 

毛利元就、志道広良に隆元の補佐を依頼。 

志 道 ・八 幡 原 氏 、元 就 の上 意 に従 うことなど

を誓 約 した家 臣 団 の連 署 起 請 文 に加わる。 

志 道 元 保 、宮 崎 八 幡 宮 に神 田 を寄 進 。 

毛利隆元、八幡原元直を三原要害在番とする。 

厳 島 の戦い。 

志 道 ・八 幡 原 氏 、軍 勢 狼 藉 禁 止 令 に従 うことを

誓約 した毛利 氏 家臣 団の連 署起 請 文に加わる。 

 

① 

毛利 氏 家 臣八 幡 原 氏ゆかりの史 跡  

 
正 雲 寺 （伝 八 幡 原 氏 菩 提 所 ）の石 造 物 。 

●大永 23（1523）年、家督相続を認めた元就に吉田入りを促

した毛利氏の主要家臣（黒字）と中郡衆（青字）の配置 

 

室町 時 代の様 式を伝える貴 重な建 築  

 
市重文 出崎山神社拝殿（江戸時代の再建時に一部中世の部材を再使用）。 

宮 崎 八 幡 宮 （志 道 氏 が崇 拝 した神 社 ） 
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粟屋氏 

 

坂氏 

 

志道氏 

 

毛利氏 

 

桂氏 
福
原
氏 

井
上
氏 

 

渡辺氏 

 

中村氏 

 

飯田氏 

 

秋山氏 

 

三田氏 

 

井原氏 

 

内藤氏 

 

赤川氏 

 

 

志道氏墓所 

▼  

② 

③ 

④ ⑤ 

⑥ 
⑦ 

⑧ 

⑫ 
⑪ 

⑨ 

⑭ 

⑬ 

▼  

▼  

▼  

（武田氏） 

 

（熊谷氏） 

 

（宍戸氏） 

 

（天野氏） 

 

（吉川氏） 

 

（ ）はその他の有力武士 

 

⑩ 



●長田 地 区の景観 （南 西 から） 

左 から真 徳 寺 、田 屋 城 跡 。 

●長田 地 区 周辺の戦 国 時代ゆかりの史跡  

 

①真 徳 寺  ②伝 尼 子 三 兄 弟 ゆかりの墓 ・円 明 寺 跡  ③茶 臼 山 城 跡  ④田 屋 城 跡  ⑤養 康 寺 跡  ⑥長 田 神 社  

⑦日 下 津 城 跡  ⑧伝 尼 子 屋 敷 跡  

●伝尼 子 屋 敷跡 （安 佐 北 区 志 路 ） 

 
尼子氏が志路地区へ移った後の居館跡と伝える地（北から）。 

 
伝 尼 子 三 兄 弟 ゆかりの墓 。 

●真徳 寺  伝 内 藤 河 内 守 菩 提 所  

 
真 徳 寺 木 造 阿 弥 陀 如 来 坐 像 （もと尼子三兄弟が監禁され

ていた円明寺の本尊と伝える） 

真真徳徳寺寺（（伝伝内内藤藤氏氏菩菩提提所所））   

 中郡衆・内藤氏と山陰の雄・尼子氏ゆかりの寺院  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●長田 地 区 年表  

西 暦  和 暦  事 項  

1497 

1502 

1511 

 

1532 

 

1550 

 

1555 

1557 

 

1560 

1566 

 

 

1588 

 

1589 

明 応 6  

文 亀 2  

永 正 8  

 

天 文 元  

 

天 文 19  

 

弘 治 元  

弘 治 3  

 

永 禄 3  

永 禄 9  

 

 

天 正 16  

 

天 正 17  

内藤泰廉、嫡子元康に長田郷地頭職を譲る。 

養 康 寺 の遺 物 の朱 塗 盆 に同 年 銘 が残 る。 

内 藤 元 廉 、 毛 利 氏 に 忠 節 を 誓 い、京 関 東

御 役 の際 役 銭 を納 めることを約す。 

内藤元廉、毛利氏に利害関係の調停を要請

した家臣団の連署起請文に加わる。 

内 藤 元 種 、 元 就 の上 意 に 従 うこ となど を誓

約 した家 臣 団 の連 署 起 請 文 に加わる。 

厳 島 の戦い。 

内藤才松、軍勢狼藉禁止令に従うことを誓約し

た毛利氏家臣団の連署起請文に加わる。 

内 藤 河 内 守 、新 宮 大 明 神 を勧 請 。 

内 藤 元 泰 、毛 利 氏 に対 する「陣 立 其 他 諸 公

役 」免 除 と引 き換 えに 尼 子 氏 の受 け入 れを

承 諾 。円 明 寺 に収 容 し厳 重 に監 禁 する。 

尼 子 義 久 、上 洛 を 控 え た毛 利 輝 元 に 請 わ

れ秘 蔵 の刀 を献 上 。 

尼 子 氏 、志 道 へ移 動 。 

 

① 

●田屋 城 跡 伝 内 藤 氏 居 城  

 

田 屋 城 跡 （西 から） 

永禄 9（1566）年、尼子 氏の長 田円 明 寺への足 取り 

７ 月 ７ 日  毛 利 氏 、内 藤 元 泰 に尼 子 氏 受 け入 れを了  

承 したことへの礼 状 を作 る。 

11 月 18 日 毛利輝元、内藤元泰に円明寺の整備を指示。 

11 月 21 日 尼 子 氏 、毛 利 氏 に降 伏 。 

11 月 28 日 尼 子 氏 、富 田 月 山 城 を出 て杵 築 へ移 る。 

12 月 14 日 尼 子 氏 、円 明 寺 へ到 着 する。 

 

田屋城跡略測図（「広島

県中世城館遺跡総合調査報告書」

第 2 集 広島県教育委員会より） 

 

田屋城跡に見られる石積み。 

▼  

▼  

▼  

② 
③ 

④ 

⑤ 

⑦ 

⑥ 

⑧ 

▼  



●伝市 川 氏 居館 跡の石 垣  

 

 

●市川 地 区の戦国 時 代ゆかりの史 跡  

 

①伝 市 川 氏 居 館 跡 （順 教 寺 ） ②星 カ城 跡  ③小 田 城 跡  

④小 田 迫 八 幡 宮 （現 亀 崎 神 社 ） 

 

 

 
市川地区に残る石造物。  
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●星カ城跡 伝井上氏・市川氏居城 

 
星 カ城 跡 （西 から） 

伝伝 市市 川川 氏氏 居居 館館 跡跡 （（ 順順 教教 寺寺 ））   

毛利氏の重臣・市川経 好の居館跡 と伝える遺構  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正 面 （東 から） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●市川 地 区 年表  

西 暦  和 暦  事 項  

1474 

 

1495 

1538 

1549 

 

1550 

 

1551 

 

 

 

1555 

1557 

1569 

 

1578 

文 明 6  

 

明 応 4  

天 文 ７  

天 文 18  

 

天 文 19  

 

天 文 20  

 

 

 

弘 治 元  

弘 治 3  

永 禄 12  

 

天 正 6  

物 部 太 郎 惣 右 衛 門 、八 幡 神 社 に 懸 仏 を

寄 進 （現 順 教 寺 蔵 )。 

毛 利 氏 、市 川 に棟 別 銭 を課す。 

井上元盛、八幡宮（現亀崎神社）を造立。 

吉川経好、毛利元就父子に吉川氏の当主と

なった元就の二男元春の奉戴を誓約する。 

毛 利 元 就 、家 臣 井 上 一 族 を滅 ぼす。 

毛利元就、深川に隠居中の吉川興経を討つ。 

毛 利 隆 元 、井 上 十 郎 左 衛 門 に 市 川 村 内

の地 を与える。 

吉 川 経 好 、毛 利 氏 から市 川 村 内 の田 ・屋

敷 を与 えられる。 

厳 島 の戦い。 

市 川 経 好 、周 防 国 高 嶺 城 に入 る。 

大 内 輝 弘 、市 川 経 好 妻 らが籠 る高 嶺 城 の

攻 略 に失 敗 。 

市川経好の子経教、毛利氏に背き討たれる。 

 

① 

安芸 の武 士の居 館 跡のものと伝える石 垣の例  

 
伝 二 宮 氏 館 跡 （北 広 島 町 川 井 ） 

順教寺を武士の居館跡と伝える江戸時代の資料 

「高田郡村々覚書」 宝永 2（1705）年 

一 、市 川 常 吉 殿 屋 敷 跡 知 行 五 百 石 輝 元 公 長

門 へ 御 越 之 時 供 之 由 寛 文 三 より真 宗 順 教 寺

地 ニ仕 居 申 候  

「国郡志御用ニ付下調書出帳」 19 世紀第 1 四半期 

…但 し先 城 主 の土 居 屋   と申 伝 候 今 に大 石

の石 垣 抔 残 り有 之 候  

星カ城跡略測図（「広島県中世城館遺跡総合調査報

告書」第１集 広島県教育委員会より） 

市 川 村 の土 地 事 情 と過 去 の領 主 との関 係 について記

した江 戸 時 代 の資 料  

「国 郡 志 御 用 ニ付 下 調 書 出 帳 」 19 世 紀 第 1 四 半 期  

一 、 当 村 の内 隣 村 田 畠 入 込 居 り候 様 子  

古 屋 村 飛 郷 馬 場 と申 処 御 座 候 又 小 越 村 田 畠 数 町 入

込 み居 り候 又 井 原 村 田 地 も少 々入 込 み居 申 候 、尤 当

村 分 も小 越 村 井 原 村 え入 込 み居 申 候 、此 訳 は往 古

村 々に城 主 御 座 候 節 縁 談 に付 敷 銀 料 に取 扱 御 座 候

様 に俗 説 も御 座 候  

毛利 氏 家 臣井 上 氏ゆかりの史 跡  

 

小 田 迫 八 幡 宮 （現 亀 崎 神 社 ） 

 
県 史 跡 今 田 氏 城 館 跡 （北 広 島 町 今 田 ） 

② 

③ 

④ 

▼  

 
側 面 （南 から） 

 
順 教 寺 に伝 わる懸 仏  

吉川 興 経の隠 居地・深 川  

 

伝 吉 川 興 経 墓 所 （安 佐 北 区 深 川 ） 
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